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1.免疫と予防接種

免疫とは自分以外の異物（ウイ

ルス・細菌等）が体内に侵入して

きたときに、それを排除する仕組

みです。初回の侵入時には種々の

免疫細胞が直接戦い炎症を起こし、

少し遅れて抗体を産生します。二

回目からは初感染の記憶が残って

おりすばやく抗体を産生し、ウイ

ルスや細菌の侵入を効率よく抑え

ます。予防接種とはウイルスや細

菌の毒性を失わせたもの(ワクチ

ン)を予め人体に接種して抗体を

作っておき、実際にそのウイルス

や細菌が侵入してきても、発症を

減らし、重症化を防ぐことです。

2.新型コロナウイルスの増殖形式

ウイルスは生体内でしか増殖出

来ません。ウイルスの表面にはス

パイク蛋白質というトゲがあり、

そのトゲを使って人体の細胞の受

容体から侵入し、細胞内で大量に

増殖し、次々と他の細胞に侵入し

ては増殖を繰り返します。
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3.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝの特徴

従来のワクチンはウイルスや細

菌を弱毒化した生ワクチンやウイ

ルスや細菌を死滅させその成分を

のみを取りだした不活化ワクチン

で、鶏卵を用いて培養を繰り返す

ため製造まで半年以上かかりまし

た。現在日本で開始されている新

型コロナウイルスワクチンはメッ

センジャーRNA（mRNA）ワクチン

と呼ばれるもので、培養が不要で、

遺伝子解析の技術が進歩したため、

製造期間の短縮が可能になりまし

た。mRNAとは遺伝子情報そのもの

であるDNAのコピーで、これを設

計図として蛋白質合成が行われま

す。今回のワクチンは新型コロナ

ウイルスのスパイク蛋白質のmRNA

を作成し、脂質で覆い、人体の細

胞に取り込ませます。細胞の中で

mRNAの情報に従いスパイク蛋白質

が合成され、排出されてスパイク

蛋白質が異物として認識され、抗

体が作られるという原理です。

ｳｲﾙｽが侵入すると取り
込んでリンパ節に移動
し、T細胞にｳｲﾙｽの情
報を伝達
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B細胞やマクロファー
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ｳｲﾙｽに感染した細胞を
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樹状細胞・T細胞の情
報から、そのｳｲﾙｽに
特異的な抗体を産生
し、記憶を残す
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を食べる。ｳｲﾙｽに抗
体が反応すると機能
が高まる
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メッセンジャーRNAワクチンの原理

脂質に包まれた
ｺﾛﾅｳｲﾙｽのｽﾊﾟｲｸ
蛋白質のmRNAを
注射すると、脂
質のおかげで人
体は異物と認識
せず、細胞に取
り込む。細胞内
でmRNAの情報に
従い、ｽﾊﾟｲｸ蛋
白質が合成され、
細胞外に排出さ
れ、B細胞によ
り抗体が作られ
る（mRNAは不安
定ですぐに消失）。
ｺﾛﾅｳｲﾙｽに感染
してもｽﾊﾟｲｸ蛋
白質に抗体が反
応して細胞への
侵入を防ぎ、ﾏｸ
ﾛﾌｧｰｼﾞやｷﾗｰT細
胞の働きが強化
される。
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6.ワクチン接種の注意点

ワクチン接種が出来ない病気は

ほとんどありませんが、念のため

主治医とご相談下さい。当日37.5

℃以上の発熱があったり、体調の

悪い時は延期になります。血液サ

ラサラの薬の一部では接種後に血

が止まりにくいことがありますの

で、接種後2分間は押さえて下さ

い。過去のワクチン接種で体調を

崩したり、急性のアレルギー反応

を起こしたことのある方は接種後

30分は会場に待機して頂きます

（通常は15分です）。注射部位は

従来の皮下ではなく、肩の筋肉に

行いますので、肩の出しやすい服

装にして下さい。接種後の副反応

として接種部位の痛みやハレはあ

る程度出ます。2回目接種翌日に

発熱・頭痛・だるさが過半数の人

に起きますが、2-3日で軽快しま

す。10万人に一人の割合で接種直

後のアナフィラキシーショックが

起きるといわれています。

接種当日に必要な物5.ワクチンの接種予定

医療従事者、65歳以上の高齢者、

60歳以上と持病を持つ人や高齢者

施設の従事者、その他の人の順番

に接種する予定です。現在65歳以

上の人に接種券が配られていると

思いますが、まだワクチンの供給

量が少ないため、年齢・居住地等

に応じて少しずつ接種を開始して

おり、接種会場や予約の案内・予

診票が届くまで、多くの人が順番

待ちの状態です。案内が届きまし

たら指定のコールセンターへ電話

を入れて日時を予約します（ウェ

ブも可能）。接種当日は接種券

（切り離さないこと）・必要事項

を記入した予診票と本人確認資料

（免許証・保険証等）を持参しま

す。現行のファイザー社のワクチ

ンは3週間後に再接種が必要です

ので、日程を必ず確認して下さい。

-70℃の超低温管理が必要なため、

しばらくは完全予約制で、広い会

場での集団接種が中心となります。
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